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第１５号 

R８.３．２ 

校長 林 敏幸 

その後、活動のメインであるなかよし班でのゲームを

楽しみました。今回は「６年生を探せ～学校かくれんぼ

～」。校内に隠れた自分の班の６年生を、相談しながら

探し回ります。６年生は隠れる場所に迷いながらも、班

の仲間に見つからないようにひっそりと身を隠しました。

探し回る下級生は「あそこにいるかも」とわくわくしながら

やってくるものの、なかなか見つからず…。「見つけ

た！」と思っても、他の班の６年生というケースもあり、ま

た一から探し回る班もありました。やっとの思いで６年生

を見つけたときは、「あっ、いた！やっと見つけた」と班の

仲間と喜び合う姿がありました。 

この後、体育館に戻り、６年生に向けて一人一人が

感謝の気持ちを綴った寄せ書きをプレゼントしました。６

年生は、うれしそうに班の仲間のメッセージを読んでい

ました。その表情からは、班の仲間と築き上げてきた温

かな関係性を実感していることが伝わり、会場全体がや

さしい雰囲気に包まれました。 

 ２月２６日（木）、「６年生を送る会」を行いました。５年生が中心と

なって会を企画し、全校生が笑顔になるようにユニークな内容を考

えてくれました。 

 当日は、６年生が一人一人体育館に入場。その際、進行役の５年

生が「空手が得意な〇〇さんです」「唐揚げが大好きな△△さんで

す」などと紹介していきました。紹介された６年生は「決めポーズ」を

つくり、にこにこしながら花のアーチをくぐっていきました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月１８日（水）、今年度最後の読み語りを行いました。 

今年度も、各回で様々なジャンルの絵本を読んでいただいたり、紙芝

居や大型絵本などを用いて子どもの興味を高めていただいたりしました。

特に、絵本の選定については、語り手の皆様の思いがあふれており、とき

には季節や年中行事に合わせた本、命などのテーマに基づいた本、語り

の楽しさにあふれた本など、実に幅広い種類の本を紹介いただきました。 

 ２月、陶芸家の土田健さんより貴重な作品をお借りし、玄関ロビ

ーの飾り棚に展示しました。 

様々な形や色合いの茶器や酒器、皿などに、子どもたちも教職

員も興味津々。本物が放つ存在感にうっとりとした気持ちになりま

した。 

 

 

今は、情報端末の普及により、電子書籍も急速に広まってきています。スマートフォンを片手に、いつ、どこでも

気軽に読書ができるということは、ある意味便利であると言えます。子どもたちにおいても、You Tube で動画を見る

ことが普通の生活になっており、それによって読書の機会が失われることにもなりかねません。最近は、幼少期ほど

デジタルよりも紙媒体の文字のほうが理解しやすいということも言われています。子どもたちの豊かな心や人間性を

育む上でも、読み語りはとても価値ある活動であり、今後も大切にしていきたいと考えています。 

一年間ご協力いただきました「昔語りの会」「どんびんさんすけの会」「ともだちや」の皆様、たいへんありがとうござ

いました。 

 

 ２月４日（水）に、４年生が、畑で育てたこんにゃく芋を使い、こんにゃく作りに

挑戦しました。 

この日のために、講師の奥山和茂さんが、念入りに下準備をしてくださいまし

た。子ども達は、奥山さんの説明をもとに、玉こん、角こん、糸こんの３種類をつ

くりました。この中で子ども達の注目を集めたのが糸こんです。ねばねばしたこん

にゃくをどのようにして糸のような形にするのか、子ども達は興味津々です。奥

山さん特製の道具にねばねばしたこんにゃくを入れ、ふたをして力いっぱい取っ

手を押します。すると、こんにゃくがところてんのように、次々と下に落ちてきまし

た。その様子を見て、子ども達は大喜び。代わる代わる取っ手を押し、糸こんが

できる瞬間を楽しんでいました。このあと、刺身こんにゃくやじっくりと味付けした

こんにゃくをいただき、弾力のある柔らかなおいしさに、子ども達も大満足してい

ました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こども 110番連絡所のお知らせ

  

 

 

 「こども１１０番連絡所」とは、児童が緊急時に駆け込んで、大人に助けを求めることがで

きる一次避難所です。今年度、育成委員の皆様と西川駐在所の佐藤さんを中心に見直し

をし、整理しました。右のような「かもんくん」のステッカーが貼ってある場所が、「こども 110

番連絡所」です。 「こども１１０番連絡所」を引き受けてくださった地域の皆さん、よろしくお

願いいたします。 

 


